


































の（e.g. 恩蔵 2007； 小川 2011）と、市場全体を指すもの（e.g. 伊藤 2005； 内海 2008； Greenstein 
2004； Reimann et al. 2010）の 2 つを指摘する（p. 162）。そして定義の比較を行った結果、多く
に共通している点は「製品・ブランド間の同質化という現象と、それによる弊害として































































































パナソニックの携帯用電動歯ブラシ「ポケットドルツ」は、2010 年 4 月に発売され 10
月に 100 万本を突破、約 1 年半で 250 万台を記録した。従来、歯ブラシは自宅で歯を磨く
時に使用するものだったが、ポケットドルツは女性が外出に持ち歩くことを想定し、サイ















ジ、デザイン等）を刷新した。2003 年 5 月から本格的な販売を開始し、2004 年には 50 万
ケースにとどまっていたが、2005 年のモンドセレクション受賞を契機に 126 万ケース
（2005 年）、550 万ケース（2006 年）、951 万ケース（2007 年）、1149 万ケース（2008 年）
とまさに右肩上がりとなり、2008 年には “ヱビス ” を抑え、プレミアム・ビールのシェア
でトップとなった。本製品は、マーケティングに様々な工夫をしており、その一つが、
“ハレ ”、“ 小バレ ” に 合わせた販売である（日経ビジネス 2009 年 3 月 9 日, pp. 52 ─60）。“ ハレ ”
96
とは、暦の上でのイベントや休日などで、盆暮れの贈答や正月の需要も “ハレ ” の需要に
属する。“ 小バレ ” とは、消費者の生活で個別に訪れる良い時である。例えば、出張帰り
や旅行の際は少し贅沢をしたい気分になっているため、プレミアム・ビールを手にしても
らい易い。2005 年には矢沢永吉を起用したテレビ CM で「最高金賞のビールで最高の週
末を。」というメッセージを送り、「ザ ・プレミアム・モルツ」の持つ贅沢さという情緒的
なイメージ（感性的価値）を週末という使用状況と結び付けたりすることで、贅沢な時間
を演出するビールとして受け入れるように誘導している（鈴木 2013, p. 37）。さらに、2009
年のテレビ CM では、矢沢永吉に加え、娘である歌手 yoko を起用し、親子で初共演した
ことが話題となった。メッセージは「ウチ飲みを、プレミアムにしよう。」に変更され、
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的なシェアを持っており、2015 年には 47％を獲得して世界 1 位となった。2 位の Apple
とは 31％も差がついており、圧倒的である。
同じく 2015 年の売上高においては、半導体事業が約 58％の 32 億 9000 万ドルであるの









GLOBALFOUNDRIES や、台湾の TSMC といった企業へ委託している。
また、当業界には 2 つのビジネスモデルが存在する。1 つめが IDM モデルである。











売上高の 3 割前後を維持しており極めて高い。そして、その全体の営業利益率のおよそ 8
～9 割を稼いでいるのは、クアルコム・テクノロジー・ライセンシング（以下 QTL）とい
うライセンス事業なのである。
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